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「批評」の2分化――文献「批評」と文学「批評」

フランスでは，１８世紀半ば頃から「批評 critique」と

いう用語が，明確に異なる次の２つの意味に分化して使

用されはじめてくる。――第１が，古典古代のギリシア・

ラテン語文献の本文確定作業，すなわち「本文校訂」と

いう意味においてであり，第２が，文献の内容にかかわ

る「文学批評」という意味においてである。前者からは

文献の歴史としての文学史が，後者からは学問としての

「批評」，すなわち文学研究がそれぞれ生まれてくる。

こうした大きな流れをディドロ『百科全書』に基づいて，

たどっている。
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以下の二つのテーマを平行して研究している。

1．近代言語学さらには人文諸科学の源泉としての「文

献学」と「語源学」

１７世紀，１８世紀のフランスにおいては普遍的言語が夢

見られ，追究されたのと同時に，諸言語の歴史的研究も

発展した。当時の進歩的な思想の基礎にあった歴史批評

術，すなわち歴史的な事実の真偽を判定するための様々

な方法と知識の総体は，その大半をそれぞれの国語の歴

史的変化の研究に負っていたからである。そうした研究

から，いかにして言語の歴史的変化の法則性など近代の

人文科学につながる発想が生まれてきたのかをあとづけ

ている。

2．近代的図書館運営の先駆者としてのベネディクト派

修道会

古典主義時代の図書館，あるいは蔵書は精選されたあ

る限定された数の書物が，知の総体を代表できるという

思想のもとで設計，収集，管理されていた。普通の個人

的な蔵書のみならず，大貴族や修道院が持つ公開された

図書館についても同様のことが言える。ところが歴史研

究の専門家集団とも言えるベネディクト派修道会では図

書の収集や管理，とりわけ情報の流通に関して非常に近

代的な技術が早くから導入されていた。彼らにとって，

図書は知を表象／代表するものであると同時に，歴史的

事実に関する記録であった。いわば図書館の古文書館化

を彼らは行っていたのであった。
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